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Shu, Lucas, & Smith, 1999）。時間的展望とは Lewin
（1942／1997）が述べるように、過去、現在および未来

























































































過去および現在の時間的展望は Erikson et al.（1986）





である。未来に関しては Lang & Carstensen (2002）の
5 件法 5 項目を採用した。いずれの項目も「そう思う」
「ややそう思う」「どちらともいえない」「あまりそう思















































































































































































































































































題に向き合う（Erikson et al., 1986）が、この現在の問
題を解決しようとする過程において、過去に光を当てる
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